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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第54期

第２四半期連結
累計期間

第55期
第２四半期連結
累計期間

第54期

会計期間
自平成29年３月１日
至平成29年８月31日

自平成30年３月１日
至平成30年８月31日

自平成29年３月１日
至平成30年２月28日

売上高 （千円） 22,762,204 23,572,135 45,682,694

経常利益 （千円） 1,370,109 1,047,482 2,782,284

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 631,012 256,131 1,333,086

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 592,640 239,858 1,362,117

純資産額 （千円） 19,350,136 18,565,226 19,916,434

総資産額 （千円） 32,000,091 31,786,257 31,769,430

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 25.38 10.25 53.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.5 58.4 62.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,401,448 1,433,155 3,560,382

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,382,908 △4,178,796 △3,072,858

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,452,004 △1,068,426 △3,461,845

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 6,511,685 2,149,290 5,975,177

 

回次
第54期

第２四半期連結
会計期間

第55期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成29年６月１日
至平成29年８月31日

自平成30年６月１日
至平成30年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 14.00 5.08

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 　　 ２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　３．売上高にはその他の営業収入を含めております。

　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、株式付与

ＥＳＯＰ信託口が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境が改善され、緩やかな景気回復基調にある

ものの、米国の通商政策による世界的な貿易摩擦の懸念や原油価格の高騰など、依然として先行き不透明な状況が続い

ております。

外食産業におきましては、消費者の節約志向に加え、原材料価格の高騰や継続的な採用難・パートアルバイトの時給

の上昇が続き、経営環境は厳しい状況が続きました。

このような状況の中、当社グループは食の「安全・安心・健康」の向上に継続して取り組んでまいりました。ま

た、『全員参加で企業体質を改革しよう』をスローガンに、強固な企業体質づくりを推進し、企業価値向上に努めて

まいりました。

国内の出退店につきましては、32店舗を出店し12店舗を退店いたしました。また、海外におきましては、３店舗を

出店し１店舗を退店いたしました。

その結果、当第２四半期連結累計期間末の当社グループ合計の店舗数は、国内771店舗、海外17店舗の計788店舗

（うち直営店舗564店舗、フランチャイズ店舗224店舗）となりました。

既存店の売上高につきましては、当社グループ全店舗の当第２四半期連結累計期間の既存店売上高前年比率は

100.1％となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は235億72百万円（前年同期比3.6％増）となりましたが、原材料価

格の高騰や運賃の上昇に加え、人手不足に伴う人件費の上昇が続き、営業利益は10億82百万円（同23.3％減）、経常利

益は10億47百万円（同23.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億56百万円（同59.4％減）となりました。

 

　セグメント別の概況は次のとおりであります。

（長崎ちゃんぽん事業）

「長崎ちゃんぽんリンガーハット」では、平成30年５月より夏の定番商品「冷やしちゃんぽん白」と新商品「冷やし

まぜめん黒」の２種類の冷たいめんを期間限定で販売いたしました。

さらに、調理・サービスの質の向上を図るため、社内コンテストを定期的に開催し、お客さま満足度向上に取り組ん

でまいりました。

なお、同年８月には昨今の原材料費及び人件費の高騰に対応するため、一部店舗を除く国内店舗において商品価格の

改定を実施いたしました。

出退店につきましては、国内では29店舗を出店し８店舗を退店、海外では３店舗を出店し１店舗を退店した結果、

当第２四半期連結累計期間末の店舗数は、国内で666店舗、海外で15店舗の計681店舗（うちフランチャイズ店舗206店

舗）となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の既存店売上高前年比率は100.0％となり、売上高は182億15百万円（前年同

期比4.8％増）、営業利益は７億45百万円（同26.0％減）となりました。

 

（とんかつ事業）

「とんかつ濵かつ」では、平成30年５月より夏の人気商品である「梅しそ巻とヒレ膳」、長崎県産「あじふらいとと

んかつ膳」、大根おろし・赤玉ねぎたっぷりの「ロースとヒレの清涼おろしかつ膳」を期間限定で販売いたしました。

また、他社とのコラボレーション企画を定期的に実施いたしました。

さらに、調理・サービスの質の向上を図るため、社内コンテストを開催し、お客さま満足度向上に取り組んでまいり

ました。

出退店につきましては、３店舗を出店し４店舗を退店した結果、当第２四半期連結累計期間末の店舗数は国内で

105店舗（卓袱浜勝を含む）、海外で２店舗の計107店舗（うちフランチャイズ店舗18店舗）となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の既存店売上高前年比率は100.2％となり、売上高は52億35百万円（前年同

期比1.0％減）、営業利益は１億82百万円（同38.1％減）となりました。
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（設備メンテナンス事業）

設備メンテナンス事業は、当社グループ内直営店舗及びフランチャイズ店舗の設備メンテナンスに係る工事受注や

機器保全等が主な事業であり、当第２四半期連結累計期間の売上高は11億３百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益

１億45百万円（同11.9％増）となりました。
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（２）財政状態

　資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ16百万円増加し、317億86百万円となりまし

た。これは主に設備投資による現金及び預金が減少したこと及び有形固定資産が増加したことによるものでありま

す。

　負債は、前連結会計年度末に比べ13億68百万円増加し、132億21百万円となりました。これは主に短期借入金が

増加したこと、未払費用が増加したこと及び社債が増加したことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ13億51百万円減少し、185億65百万円となりました。これは主に第三者割当に

よる自己株式の処分によるものであります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ38億25百万円減少し、21億49

百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ31百万円増加し、14億33百万円となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益が減少したこと及び法人税等の支払額が減少したことによるものでありま

す。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ27億95百万円増加し、41億78百万円となりま

した。これは主に、有形固定資産の取得による支出の増加によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ13億83百万円減少し、10億68百万円となりま

した。これは主に、短期借入金の増加、自己株式の取得による支出の増加及び社債の発行による収入の増加による

ものであります。

 

（４）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更はあり

ません。

 

（５）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、201百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（６）主要な設備

　当第２四半期連結累計期間末における新たな計画は、次のとおりであります。

新設

　提出会社

事業所名 所在地
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

佐賀第２工場
佐賀県神埼郡

吉野ヶ里町

長崎ちゃんぽん・

とんかつ
生産設備 937,409 82,339

自己資金及び
借入金

平成30年

８月

平成31年

６月
(注)２

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　完成後の増加能力は、合理的な算定が困難なため記載しておりません。

 

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第２四

半期連結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

計画の変更

　提出会社

事業所名 所在地
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

京都工場
京都府

京田辺市

長崎ちゃんぽん・

とんかつ
生産設備 2,953,000 2,372,000

自己資金及び
借入金、社債

平成29年

12月

平成31年

５月
(注)２

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　完成後の増加能力は、合理的な算定が困難なため記載しておりません。

 ３　投資予定総額及び完了予定年月を変更いたしました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,000,000

計 46,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年８月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成30年10月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,067,972 26,067,972

東京証券取引所

(市場第一部)

福岡証券取引所

単元株式数　100株

計 26,067,972 26,067,972 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

 平成30年６月１日～

平成30年８月31日
－ 26,067,972 － 9,002,762 － 6,016,031
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（６）【大株主の状況】

  平成30年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口４）
東京都中央区晴海１丁目８-11 1,054 4.04

株式会社十八銀行 長崎県長崎市銅座町１-11 655 2.51

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13-１ 629 2.42

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（米濵・リンガーハット財団

口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 600 2.30

公益財団法人米濵・リンガーハット

財団
東京都品川区大崎１丁目６-１ 600 2.30

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 535 2.05

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８-11 522 2.00

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口５）
東京都中央区晴海１丁目８-11 469 1.80

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口２）
東京都中央区晴海１丁目８-11 396 1.52

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 395 1.52

計 － 5,856 22.47

　（注）１．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式

は、信託業務に係る株式であります。

　　　　２．上記のほか、自己株式が1,002千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年８月31日現在
 

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 1,002,200
－ －

 完全議決権株式（その他） 普通株式　25,035,500 250,355 －

 単元未満株式 普通株式　　　30,272 － 一単元（100株）未満の株式

 発行済株式総数 　　　　　　26,067,972 － －

 総株主の議決権 － 250,355 －

　（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式61株及び株式付与ＥＳＯＰ信託口所有の当社株式

84株が含まれております。

　　　　２．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式181,700株

（議決権の数 1,817個）を含めております。

 

 

②【自己株式等】

平成30年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称  所有者の住所
 自己名義所有

株式数（株）

 他人名義所有

株式数（株）

 所有株式数の

合計（株）

 発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社リンガーハット

 長崎県長崎市鍛冶

屋町６番50号
1,002,200 - 1,002,200 3.84

計 - 1,002,200 - 1,002,200 3.84

　（注）自己名義所有株式数には株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式181,700株（議決権の数 1,817個）を含め

ておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社リンガーハット(E03099)

四半期報告書

 9/23



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年６月１日から平

成30年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,975,177 2,149,290

売掛金 810,400 956,298

商品及び製品 102,504 121,953

仕掛品 39,451 11,233

原材料及び貯蔵品 282,778 322,736

前払費用 344,253 490,103

繰延税金資産 226,777 227,538

未収入金 745,833 1,030,588

その他 174,078 259,045

流動資産合計 8,701,255 5,568,788

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,913,877 10,683,047

機械装置及び運搬具（純額） 852,326 824,083

土地 4,823,093 4,820,707

リース資産（純額） 120,138 98,843

建設仮勘定 402,468 2,666,618

その他（純額） 833,195 932,767

有形固定資産合計 16,945,099 20,026,068

無形固定資産 402,733 402,517

投資その他の資産   

投資有価証券 806,270 781,864

繰延税金資産 738,202 744,309

退職給付に係る資産 100,165 117,140

差入保証金 1,119,504 1,093,925

建設協力金 100,696 93,174

敷金 2,525,569 2,613,095

その他 352,539 367,977

貸倒引当金 △22,605 △22,605

投資その他の資産合計 5,720,341 5,788,882

固定資産合計 23,068,175 26,217,468

資産合計 31,769,430 31,786,257
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 996,533 1,196,136

1年内償還予定の社債 216,000 316,000

短期借入金 750,000 1,400,000

1年内返済予定の長期借入金 920,388 837,608

リース債務 123,221 115,556

未払金 781,860 860,282

未払費用 1,108,977 1,538,088

未払法人税等 258,105 340,111

未払消費税等 256,941 197,740

株主優待引当金 97,014 90,318

店舗閉鎖損失引当金 24,531 5,960

販売促進引当金 5,207 3,434

資産除去債務 19,062 32,095

その他 618,081 660,341

流動負債合計 6,175,924 7,593,674

固定負債   

社債 780,000 1,072,000

長期借入金 1,222,305 840,411

長期未払金 558,599 558,142

リース債務 267,407 251,320

株式給付引当金 154,952 168,035

退職給付に係る負債 1,030,516 1,084,766

長期預り保証金 384,617 393,617

資産除去債務 1,244,433 1,249,451

その他 34,240 9,610

固定負債合計 5,677,071 5,627,356

負債合計 11,852,996 13,221,030

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,002,762 9,002,762

資本剰余金 8,441,135 7,020,129

利益剰余金 4,883,282 4,963,966

自己株式 △2,770,252 △2,764,867

株主資本合計 19,556,927 18,221,992

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 233,249 244,399

為替換算調整勘定 56,444 37,234

退職給付に係る調整累計額 49,689 42,424

その他の包括利益累計額合計 339,383 324,058

非支配株主持分 20,123 19,176

純資産合計 19,916,434 18,565,226

負債純資産合計 31,769,430 31,786,257
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

売上高 22,107,022 22,919,742

売上原価 7,335,145 7,624,830

売上総利益 14,771,876 15,294,911

その他の営業収入 655,182 652,392

営業総利益 15,427,058 15,947,304

販売費及び一般管理費 ※ 14,016,122 ※ 14,864,667

営業利益 1,410,935 1,082,636

営業外収益   

受取利息 2,327 1,908

受取配当金 7,202 7,950

為替差益 9,587 －

未回収利用券受入益 － 10,316

違約金収入 － 13,000

その他 7,978 12,122

営業外収益合計 27,096 45,298

営業外費用   

支払利息 19,949 15,175

為替差損 － 4,648

リース解約損 3,149 15,441

社債発行費 － 5,289

持分法による投資損失 24,571 26,973

その他 20,251 12,924

営業外費用合計 67,921 80,452

経常利益 1,370,109 1,047,482

特別利益   

投資有価証券売却益 9,999 －

店舗閉鎖損失引当金戻入額 6,500 801

受取補償金 30,000 6,039

その他 4,868 1,000

特別利益合計 51,368 7,840

特別損失   

固定資産除却損 75,527 211,363

店舗閉鎖損失引当金繰入額 15,403 45,238

減損損失 98,118 13,232

投資有価証券評価損 19,549 －

災害による損失 868 4,240

その他 － 28,527

特別損失合計 209,466 302,601

税金等調整前四半期純利益 1,212,012 752,721

法人税等 581,000 495,779

四半期純利益 631,012 256,941

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 809

親会社株主に帰属する四半期純利益 631,012 256,131

 

EDINET提出書類

株式会社リンガーハット(E03099)

四半期報告書

13/23



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

四半期純利益 631,012 256,941

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,250 11,149

為替換算調整勘定 △23,562 △15,803

退職給付に係る調整額 △11,395 △7,264

持分法適用会社に対する持分相当額 △4,664 △5,163

その他の包括利益合計 △38,371 △17,082

四半期包括利益 592,640 239,858

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 592,640 240,806

非支配株主に係る四半期包括利益 － △947
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,212,012 752,721

減価償却費 739,475 780,784

減損損失 98,118 13,232

のれん償却額 2,083 1,226

株主優待引当金の増減額（△は減少） 3,048 △6,696

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 54,287 54,219

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △6,630 △16,975

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 5,675 △18,571

受取利息及び受取配当金 △9,530 △9,859

支払利息 19,949 15,175

持分法による投資損益（△は益） 24,571 26,973

社債発行費 － 5,289

投資有価証券売却損益（△は益） △9,999 －

投資有価証券評価損益（△は益） 19,549 －

固定資産売却損益（△は益） － 322

固定資産除却損 75,527 211,363

売上債権の増減額（△は増加） △144,323 △145,744

たな卸資産の増減額（△は増加） △32,734 △30,986

仕入債務の増減額（△は減少） 272,332 198,875

未払消費税等の増減額（△は減少） △63,068 △59,200

その他の流動資産の増減額（△は増加） △408,643 △515,352

その他の流動負債の増減額（△は減少） 330,562 588,684

長期未払金の増減額（△は減少） △3,370 △456

預り保証金の増減額（△は減少） △5,000 9,000

その他 38,126 △19,500

小計 2,212,021 1,834,527

利息及び配当金の受取額 8,335 8,932

利息の支払額 △20,125 △15,108

法人税等の支払額 △798,783 △395,194

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,401,448 1,433,155

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,281,124 △4,052,597

有形固定資産の売却による収入 22,353 9,919

無形固定資産の取得による支出 △4,100 △9,962

建設協力金等の支払による支出 △61,149 △159,099

建設協力金等の回収による収入 79,920 88,834

投資有価証券の取得による支出 △25,310 △1,439

投資有価証券の売却による収入 10,000 －

子会社株式の取得による支出 △101,605 －

その他 △21,893 △54,451

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,382,908 △4,178,796

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,380,000 650,000

長期借入れによる収入 － 30,000

長期借入金の返済による支出 △636,274 △494,674

社債の発行による収入 － 494,710

社債の償還による支出 △128,000 △108,000

自己株式の売却による収入 － 9,528

自己株式の取得による支出 △539 △1,425,148

配当金の支払額 △245,421 △155,910

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △61,770 △68,932

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,452,004 △1,068,426

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,967 △11,818

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,450,432 △3,825,886

現金及び現金同等物の期首残高 8,906,956 5,975,177

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 55,160 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,511,685 ※ 2,149,290
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年３月１日
　　至 平成29年８月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年３月１日
　　至 平成30年８月31日）

給料手当 6,035,832千円 6,290,171千円

賃借料 2,378,609 2,445,412

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年３月１日
至 平成29年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年３月１日
至 平成30年８月31日）

現金及び預金勘定 6,511,685千円 2,149,290千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 6,511,685 2,149,290
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年８月31日）

 

 １．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月24日

定時株主総会
普通株式 274,363 11  平成29年２月28日  平成29年５月25日 利益剰余金

（注）平成29年５月24日株主総会決議による配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する自社の株式

に対する配当金954千円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月11日

取締役会
普通株式 224,680 9  平成29年８月31日  平成29年11月14日 利益剰余金

（注）平成29年10月11日取締役会決議による配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する自社の株式

に対する配当金768千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年３月１日　至　平成30年８月31日）

 

 １．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月24日

定時株主総会
普通株式 175,446 7  平成30年２月28日  平成30年５月25日 利益剰余金

（注）平成30年５月24日株主総会決議による配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する自社の株式

に対する配当金1,284千円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年10月12日

取締役会
普通株式 125,328 5  平成30年８月31日  平成30年11月14日 利益剰余金

（注）平成30年10月12日取締役会決議による配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する自社の株式

に対する配当金908千円が含まれております。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成30年４月13日開催の取締役会で決議し、平成30年５月24日開催の第54期定時株主総会で承認され

ました第三者割当による自己株式の処分を行いました。この処分により自己株式は1,422,414千円、資本剰余金

は1,421,814千円減少しました。さらに、平成30年７月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行

い、自己株式は1,424,382千円増加しました。

　この結果等により、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が7,020,129千円、自己株式が2,764,867

千円となりました。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
長崎

ちゃんぽん
とんかつ

設備

メンテナンス
合計

売上高　（注）３       

外部顧客への売上高 17,377,816 5,288,019 96,367 22,762,204 － 22,762,204

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 985,484 985,484 △985,484 －

計 17,377,816 5,288,019 1,081,851 23,747,688 △985,484 22,762,204

セグメント利益 1,007,489 295,426 129,709 1,432,626 △21,690 1,410,935

（注）１．セグメント利益の調整額△21,690千円には、セグメント間取引消去15,210千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△36,901千円が含まれております。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ３．売上高にはその他の営業収入を含めております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「長崎ちゃんぽん」セグメントにおいて、当第２四半期連結累計期間中に退店が決定した店舗に対し、減損

損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は21,190千円であります。

　「とんかつ」セグメントにおいて、当第２四半期連結累計期間中に退店が決定した店舗に対し、減損損失を

計上しております。なお、当該減損損失の計上額は76,928千円であります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年３月１日　至　平成30年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
長崎

ちゃんぽん
とんかつ

設備

メンテナンス
合計

売上高　（注）３       

外部顧客への売上高 18,215,104 5,235,396 121,633 23,572,135 － 23,572,135

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 982,036 982,036 △982,036 －

計 18,215,104 5,235,396 1,103,670 24,554,171 △982,036 23,572,135

セグメント利益 745,704 182,973 145,120 1,073,798 8,838 1,082,636

（注）１．セグメント利益の調整額8,838千円には、セグメント間取引消去20,699千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△11,861千円が含まれております。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ３．売上高にはその他の営業収入を含めております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「長崎ちゃんぽん」セグメントにおいて、当第２四半期連結累計期間中に退店が決定した店舗に対し、減損

損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は12,880千円であります。

　「とんかつ」セグメントにおいて、当第２四半期連結累計期間中に退店が決定した店舗に対し、減損損失を

計上しております。なお、当該減損損失の計上額は352千円であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年３月１日
至　平成30年８月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 25円38銭 10円25銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
631,012 256,131

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
631,012 256,131

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,862 24,974

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、株式付与ＥＳＯＰ

信託口が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております（前第２四半期連結累計期間

85千株、当第２四半期連結累計期間182千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　平成30年10月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………125,328千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………５円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年11月14日

　（注） 平成30年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年10月12日

株式会社リンガーハット

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 阿部　正典　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 嵯峨　貴弘　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リン

ガーハットの平成30年３月１日から平成31年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年６月１日

から平成30年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年８月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リンガーハット及び連結子会社の平成30年８月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 　　 ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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